
時間
総会・一般研究発表・

講演会会場
（トリニティ―ホール）

ポスター会
場

(1204教室)

休憩スペー
ス

（ホワイエ）

懇親会会場
（学生会館1階ラウンジ）

08:30～

10:00～ 一般研究発表
（10課題）

12:00～ 昼食（60分）

13:00～ 総会

13:30～ 大会長講演

14:30～ 閉場 ポスター発表

16:30～ 特別講演

17：30～ エクスカーション説明

18:00～
20:00

懇親会

時間

9:00～

9:30～12:001
2
月
9
日
（
日
）

受付

第1回研究総会プログラム概要
1
2
月
8
日
（
土
）

閉場

開場 閉場

昭和薬科大学薬用植物園

エクスカーション

ポスター掲示

閉場



※発表者が筆頭者でない場合には発表者に○を付しています。

8:30 9:00 受付
9:30 エクスカーション（昭和薬科大学）
12:00 2日目終了

10:00

1

耕作放棄地の活用を図る：伝統的薬用芍薬の潜在的資源探査
と応用

髙橋京子1)，髙浦佳代子1)，矢野孝喜2)，川嶋浩樹2)，後藤一寿3)

1)大阪大学総合学術博物館，2)農研機構西日本農業研究セン
ター，3)農研機構本部

10:12

2

シャクヤクの国内需要をまかなうのに必要な栽培面積の試算

有田龍太郎1），安井廣迪2）

1）東北大学病院 総合地域医療教育支援部・漢方内科，2）安井
医院

10:24

3

オタネニンジン(Panax ginseng  C.A.Meyer)の完全制御型システ
ムにおける生理・生態の把握および異なる日長が生育に及ぼす
影響

安藤杜之介1），前崎翔太1），西原英治2）

1）鳥取大院持続性社会創生科学研究科，2）鳥取大農学部

10:36

4

非破壊的な測定法によるEphedra intermedia  の生育解析

豊泉佳奈美1），三宅克典2），野口航2），御影雅幸1）

1）東京農業大学，2）東京薬科大学

10:48

5

マオウ栽培における定植作業の機械化　タバコ苗の移植機を利
用して

金田あい1），安藤広和1），佐々木陽平1），御影雅幸2）

1）金沢大学・薬，2）東京農大・農

11:00

6

タジキスタンで採集したマオウ属植物の栽培とアルカロイド組成

林　宏明1），藤井　勲1)，Musavvara Shukurova2)，Inoyat

Fattokhov3)，Madibron Saidov3)

1）岩手医大薬，2）タジキスタン・科学アカデミー，3）タジキスタ
ン・森林狩猟庁

11:12

7

ウラルカンゾウの反収向上に有効な栽植密度および施肥量の
検討

笹川大輔1），ワチャルコスマス1），バサリルワダニエル1），アチド

リロバート1），石垣雅1），西原英治2）

1）鳥取大学連合農学研究科，2）鳥取大学農学部

11:24

8

ウラルカンゾウの国内栽培における雑草管理－株間機械除草
用レーキの検討－

五十嵐元子1），菱田敦之1），根本英子2），澁谷幸憲2），村上則幸
2），新庄記子1），川原信夫1）

1）医薬健栄研・薬植セ，2）農研機構北農研

11:36

9

コガネバナ培養苗の国内各地での圃場栽培と品質評価

吉松嘉代1），河野徳昭1），乾貴幸1），飯田修1），北澤尚1），渕野裕

之1），菱田敦之1)，五十嵐元子1），林茂樹1)，安食菜穂子1)，東泉

裕子2)，竹林純2)，石見佳子2)，新穂大介3)，木曽昭典3)，田村幸

吉3)，田村隆幸4)，小松かつ子5)，吉田雅昭6)，山國徹7)，三位正

洋8)，渡辺均8)，高垣美智子8)，川原信夫1）

1)医薬健栄研・薬植セ，2) 医薬健栄研・健栄研，3)丸善製薬，4)
富山県薬総研・薬植指導セ，5)富山大・和漢研，6)小太郎漢方，
7)東北大・薬，8)千葉大・環境健康フィールド科セ

11:48

10

エゾウコギの人工水耕‐圃場ハイブリッド栽培と作出物の品質評
価

髙尾汐織1)，朱姝1)，村上守一2)，田村隆幸2)，川本元裕3)，吉松

嘉代4)，小松かつ子1)

1)富山大・和漢研，2)富山県薬総研・薬植セ，3)北陸機材，4)医
薬健栄研・薬植セ

12:00 昼休み（60分）

13:00 総会

13:30 大会長講演

14:30 ポスターセッション

16:30 特別講演

17:30

17:45 1日目終了

18:00 学生会館　懇親会

一般講演・エクスカーションプログラム（詳細版）

エクスカーション説明

3月29日（火）

1号館1階　受付

3月30日（水）

番号 タイトル・発表者 座長

川
原
信
夫

佐
々
木
陽
平



番号
説明
時間

1 九州の中山間地域におけるムラサキ
（Lithospermum erythrorhizon ）栽培（2）　－延岡産
紫根とその品質評価－

渥美聡孝1)，森崎由花子1)，○横川貴美1)，大塚功1)

１）九州保健福祉大学

2 カラスビシャク（TKS20141系統）の栽培研究（その
２）　植栽密度が塊茎の生育に及ぼす影響

尾崎和男1），太田巳翔2），芝野真喜雄1）

1）大阪薬科大学，2）武田薬品・京都薬用植物園

3 エドゥアール・マリー・ヘッケル植物園内の薬用植
物園

古平栄一
北里大薬用植物園

4 マオウ属植物Ephedra sinica Stapf群落の解析研
究

倪斯然1），落合真梨絵1），金田あい2），御影雅幸1）

1）東京農大・農，2）金沢大学・薬

5 薬用植物に感染するウイルスの探索 (1) ジオウ、
オタネニンジン、Scopolia 属植物

一木（植原）珠樹1），古平栄一2），佐藤豊三1）， 花田　薫1）

1）農研機構 遺伝資源センター，2）北里大薬用植物園

6 トウキのマルチ栽培における植穴の籾殻被覆によ
る雑草抑制

米田　健一
奈良県農業研究開発センター

7 トウキ抽苔株の根の薬用価値について 吉江唯菜，工藤喜福，安藤広和，佐々木陽平
金沢大・薬

8 マオウ属植物の遮光栽培と収穫時期の検討 工藤喜福1），安藤広和1），佐々木陽平1），倪斯然2），御影雅幸2）

1）金沢大・薬，2）東京農大・農

9 漢方生薬「威霊仙」の国産化研究 御影雅幸、河野邉絢、○星崎快、倪斯然
東京農業大学・農学部・生物資源開発学科

10 ホソバオケラの試験栽培においてマルチングと畝
高による生育への影響

松野倫代，岩本直久，宮本　拓，水上　元
高知県立牧野植物園

11 伝統と暗黙知に基づく地域性の強化：大分県竹田
市のサフラン栽培

奥薗彰吾1），髙浦佳代子1，2），妙田貴生3），家入啓至1），後藤一寿
4），髙橋京子1，2）

1）大阪大院薬学研究科，2）大阪大学総合学術博物館、3）東京農
大，4）農研機構

12 ハマスゲの塊茎形成にかかわる施肥と土壌の影
響

松嶋賢一，山口優
東京農業大学農学部

13 宮城県大郷町における薬用作物栽培の取組 郷右近秀俊1），吉武洋子2），高橋寛2），山口喜久二3），渡邉誠4），鈴

木康夫4），山口喜久3），村田清志3），高橋美千代3），早坂英記、福
見和幸
1）(有)大郷グリーンファーマーズ，2）社会福祉法人みんなの輪わ・
は・わ，3）ジャパンローヤルゼリー㈱，4）東北福祉大学

14 シャクヤク筒栽培の検討 末岡昭宣1），永井賢治2）

1）新日本製薬，2）愛媛県農林水産研究所

15 草本園における効果的な雑草防除法の検討 中野友美子1），井上雅裕2），○伊藤優1，2）

1）摂南大学薬学部附属薬用植物園，2）摂南大学薬学部生物系薬
学分野

16 薬用植物の生育特性と利用価値の可能性を探る 磯田 明宏
秩父市立病院 薬剤科

17 Influence of different LED lights on biomass
accumulation in Bluestem joint fir (Ephedra
equisetina ) plant

Berdiyar JOLLIBEKOV
1)，Jing-ai CHE2)，Shiho KAGAMI2)，

Akihito TAKANO3)，Takahisa NAKANE3)，Masaaki

YAMADA1,2)，Yoshiko KAWABATA1,2)，Isao OGIWARA1,2)

1) 東京農工大学大学院，2) 東京農工大学農学部，3) 昭和
薬科大学
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ポスター発表　演題・発表者(説明者）一覧

※　発表者(説明者)が筆頭者でない場合は発表者に○を付しています。

タイトル・発表者
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